
 

和泉診療所だより 
〇はしか(麻疹) 

 麻疹は、麻疹ウイルスによって引き起こされる感染症です。 
感染すると約 10 日間の潜伏期間を経て、咳、鼻水といった風邪のような症状が現れます。38℃以
上の発熱や強いだるさもみられます。そのような症状が 2～4 日続いた後、麻疹の特徴である発疹
があらわれ 2、3 日で一気に広がります。発疹が全身に広がる時期の 3、4 日は発熱が続き、その
後症状は改善します。 

麻疹は感染力が非常に強く空気感染もするので、手洗いやマスクのみで予防はできません。 
抗体の有無についてご心配な方は、血液検査で確認できますのでご相談ください。 

 
〇職員の異動 
 保健師 南部志歩 

和泉診療所で約 2 年間働かせていただき、皆さんから毎日元気とパワーをいただいていました。 
本当に今までありがとうございました。 
和泉で培った経験を活かし、4 月からは健康⾧寿課で精進してまいります。 
今後ともよろしくお願いいたします。皆さんどうかお元気でお過ごしください。 

4 月 29 日 昭和の日 『激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いを 
国旗を掲げましょう! いたす日』です。 

 
 
 

3 月 14 日（木）に開催し、「高齢者の災害への備え」
に関する講演会では、底が厚手のスリッパを枕元に用
意しておくと避難しやすい等の話がありました。ま
た、「市営バス和泉大野線・和泉乗合バス運行説明会」
では、乗り継ぎや料金について説明を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事 

1 月  

2 火  

3 水 講座：春を見つけに行こう！   より処 

4 木 
区長会総会 

恐竜モニュメント設置（道の駅九頭竜） 

5 金  

6 土  

7 日  

8 月 和泉小学校入学式 

9 火  

10 水 健康プラスデー          より処 

11 木  

12 金 講座：Word 入門① 

13 土  

14 日  

15 月 和泉自治会総会 

日 曜日 行事 

16 火  

17 水 より処 

18 木 体育協会総会 

19 金  

20 土  

21 日  

22 月 講座：ビーズアート教室 

23 火  

24 水 より処 

25 木  

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 昭和の日 

30 火  

 
 
 

3 月 21 日（木）に福井地方法務局の熊野さんを講師
に迎え、遺言書を作成することの重要性と、法務局に
保管することのメリットについて学びました。参加者
は、高い関心を持ち、多くの質問が出ました。 
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【新会員募集】 
60 歳以上で和泉在住の人なら、どなたで

も入会できます。気軽にお問合せください。 
 
年会費:1,200 円 
特 典:①老人クラブ講演会・行事等の参加 

②「お出かけほっとサロン」の参加 
③傷害保険の加入 

申込先:和泉公民館 78-2110 

(SDGs)

和泉地区住民の動き Ｒ6.3.1 現在（前月比） 

人口：397 人（－2） 男：198 人（－3）女：199 人（＋1） 

世帯数：204 世帯（＋1） 

〇休診のお知らせ 
４月２日（火） 
４月３日（水） 



 
 
 

3 月 5 日（火）に西二郎さんを講師に迎え第
３回目を開催しました。第 1～2 回目で基本的
なことを学び、最終回の 3 回目は参加者で麻雀
大会を実施しました。上級者からアドバイスを
もらいながら、楽しく行うことができました。 

 
 
 

3 月 15 日（金）に開催しました。IF 関数の
様々な使い方を学びました。 

AND や OR 関数と組み合わせたり、IF 関数を
重ねて使うことで、複雑な処理ができることを
学びました。 

 
 
 

福井県警察から福井県内の犯罪発生情報や防犯対
策情報等をお届けする防犯アプリです。 
 

QR コードを読み込むと、 
インストール画面に移動します → 

 
①お知らせ機能:犯罪発生情報、不審者情報、交通安全情報など、県警からのお知らせをプッシュ

通知でお届け 
②地図情報（マップ）機能:犯罪、不審者、交通事故などの情報をマップに表示します。 

１か月、３か月、６か月、１年単位で表示も可能。 
③パトロール・ポイント機能:防犯・交通ボランティア活動を実施するとポイントを獲得します。 

貯まったポイントは防犯グッズ等と交換できます。 
④防犯機能:画面と音声で周りに助けを求めたり、チカンに警告したりします。 
⑤現在地送信機能:事前に登録したグループ間で簡単なメッセージと現在地を送信できます。 
⑥リンク機能・クイズ機能:各種相談窓口に直接電話できるメニューの掲載 

他関係機関（県防災サイト、警察庁等）へのリンク。防犯等についての
クイズ機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事異動により、職員体制が次のように変わり
ます。明るく住みよい地域づくりを目指して取り
組んでまいります。 

【館 ⾧】田中 九一郎 【主 査】米倉 宇治 【主 査】巣守 健介 
【公民館主事】石山 博幸 【団体職員】池田 いくよ 【施設管理員】中村 志野 
【新任】田中 九一郎（たなか くいちろう） 

この度の人事異動で和泉公民館勤務となりました田中九一郎です。 
廃棄物関係の業務経験が⾧く、和泉地区では初めての勤務となります。 
どうぞよろしくお願いします。 

【退職】谷 喜美江 
  3 月末で退職することになりました。⾧く和泉地区で勤務できたことをうれしく思い、皆

様に助けられ、支えられて無事勤めることができました。本当にありがとうございました。 

 
 
 

カラフルで見栄えのするポスター・パンフレ
ットなどの作成方法を学びます 
 
日 時 ①4 月 12 日(金) Word の機能説明 

②5 月 10 日(金) ポスター作り実技 
全て、午後 7 時～8 時 30 分 

場 所 和泉地域交流センター 
参加費 無料 
持ち物 パソコン（Word インストール済） 
定 員 5 名 
申込期限 当日午後 5 時まで 

 

「チョコレート工場の秘密」の前日譚! 
ウォンカとチョコ 

レート工場のはじまり 
（シベアル・パウンダー 著） 

「おいしい」と「簡単」が 
両立した罪深いレシピ! 
禁断のスイーツ 

（ぼく 著） 

   
カラフルなビーズを使い、アクセサリ（ブロ

ーチ）を作ります 
 
日 時 4 月 22 日（月） 

午後 1 時 30 分～3 時 
場 所 和泉地域交流センター 
講 師 吉田 英子 さん 
参加費 2,200 円（材料費） 
申込期限 4 月 12 日（金） 
 

 
 
 

和泉児童センターから国民休養地まで歩いて
春を探そう!! 
 
日  時 4 月 3 日（水） 午後 1 時～ 

※雨天延期 
集合場所 和泉児童センター 
対 象 小学生 
参加費 無料 
持ち物 水筒（飲み物） 

 花見の起源には様々な説があります。 
「中国から伝わった」という説や、「農民が始め
た」という説を紹介します。 

〇「中国から伝わった」説 
奈良時代に、梅は中国との交易が盛んになる中で日本にやってきたものの１つで、

貴族たちの間では庭に梅を植えるのが定番だったと言われています。万葉集にも梅
を詠んだ歌が多く残されており、その数は桜を詠んだ歌の倍以上であることからも、
当時の人気ぶりがうかがえます。平安時代になると、日本独自の文化が重要視され
るようになり、桜を鑑賞する形に変化していきました。 

〇「農民が始めた」説 
今から 1,000～2,000 年前の農民は、お米を作る田んぼに「田の神様」がいると考えていて、

田の神様は、寒い冬の間は山へ行き、あたたかい春になると、農民たちが住んでいる村へ帰って
くると信じられていました。春になり桜が咲くと、「田の神様が帰ってきた」と考え、桜の木の
まわりに集まり、田の神様におもてなしをしたことが、花見のはじまりといわれています。 

花見は、「お米がたくさんできますように」というお祈りのようなものでした。また、桜の咲
き具合によって、その年にお米がどのくらいできるのかを占ったり、「悪いことが起きないよう
に」と厄除けをしていたといわれています。 


